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【 環 境 経 営 方 針 】 

 

<< 基 本 理 念 >> 
 

かけがえのない地球環境を守り、地球温暖化防止に少しで 

も役立つよう努めます。また資源の再利用に携わる企業とし 

ての自覚と責任を認識し、企業活動を通じて地球環境保全及 

び地域社会に貢献します。 

 

<< 基 本 方 針 >> 
 

基本理念を守り、地域社会、廃棄物の排出業者、取引先と 
一体となり、更なる環境保全の推進取り組んでいきます。  

１． 社員一丸となって環境マネジメントシステムを構築し、 

継続的な改善をしていきます。 

２．環境関連法規制等を遵守します。 

３．事業活動による環境負荷の低減を推進します。 

１)設備機器、車両等の効率的な運転を行い、二酸化炭素 

排出量削減に取組みます。 

２)廃棄物の徹底的な分別で有価物化を推進します。 

３)水の適正使用により節水に努めます。 

４．当方針の実行のため、従業員への環境教育を行い、意識 

の向上を図ります。 

５．地域住民との連携を深め、地域美化活動に積極的に参加 

するよう努めます。 
 

 

制定日：2020 年 9 月 15 日 

有限会社 河本商店 
代表取締役 河本 成俊 
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２．組織の概要 

 
■事業者氏名及び代表者  有限会社 河本商店 

代表取締役 河本 成俊 

 

■所在地         〒812-0001 

福岡県福岡市博多区大井１丁目 3 番 11 号 

 

■環境管理責任者氏名   奥村 敦史 

及び担当者連絡先    ＴＥＬ：092-621-8372 

ＦＡＸ：092-611-3512 

メールアドレス：seijyun@agate.plala.or.jp 

 

■主な事業内容      金属リサイクル業 

古物商 

産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処分業 

 

 

■法人設立年月日     2002 年 7 月 1 日   

 

■事業年度              ５月～翌４月 

 

■事業規模              資本金  ：300 百万円 

売上高  ：1,049 百万円(2021 年度) 

従業員数 ：1０名 

事業所面積：1,774 ㎡ 
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■事業許可の内容 
・産業廃棄物の収集運搬業  

 

 

都

道

府

県 

 

 

積

替

え

保

管 

 

 

許可の 

年月日 

 

許可の 

有効期限 

 

 

許 可 番 号 

許 可 の 種 類 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

金
属 

ガ
ラ
ス
等 

燃
え
殻 

廃
油 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

が
れ
き
類 

福

岡 
無 

H34.9.1３ 

R９.９.12 

040000 

97942 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

佐

賀 
無 

H34.9.12 

R９.９.11 

041030 

97942 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

熊

本 
無 

R1.8.6 

R6.8.5 

043050 

97942 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
・産業廃棄物処分業   

許可都道府県及び政令都市 福岡市 

許可番号 07720097942 

許可年月日 

有効期限年月日 

平成 34 年 8 月９日 

令和 ９年８月８日 

事業の範囲 

事業の区分 中間処理業 

処理方式 圧縮・切断 

産業廃棄物の種類 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等(以上 3 品目について

は自動車等破砕物を除く)、木くず(金属くずと密接不可分のものに

限る。)、がれき類(金属くずと密接不可分のものに限る。) 

事業の用に

供する施設 

施設の種類 圧縮・切断施設 

設置場所 福岡市博多区大井１丁目 3 番 11 号 

設置年月日 平成 24 年 7 月 5 日 

処理能力 106t/日（8 時間） 

 
・古物商の許可   

公安委員会 福岡県 

許可番号 第 901021310107 号 

許可年月日 平成 25 年 11 月 8 日 

 

 
■エコアクション２１認証登録範囲    

全組織、全活動 

対象事業所 本社、工場 

事業活動  金属リサイクル業、古物商 産業廃棄物収集運搬業 産業廃棄物中間処分業 
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営業全般 

 

 

３．実施体制 
＜組織図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜職務分担表＞ 
  役 割 ・ 責 任 ・ 権 限 

会  長 

社  長 

・環境経営に関する統括責任、システム運用に必要な人、物、金を準備 
・環境経営方針を策定し、従業員への周知。および環境経営目標を承認 
・代表者として全体の活動評価と課題の抽出。および環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 

・ea21 ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムの構築と実行 
・環境経営目標策定、環境経営計画の立案 
・適用する環境関連法規等の取りまとめとそれに基づく遵守評価の実施 
・環境経営レポートの作成 
・諸文書、記録類の管理 
・教育訓練の立案実施 
・活動状況を社長への報告 
・受審全般のとりまとめ、および審査機関との窓口 

部門責任者 
 

・環境経営方針、環境経営計画を部門全員に周知と計画実行 
・環境保全、業務上の諸手順、緊急時の対応のための手順書等の作成 
・問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 

 

４．施設の状況 

4.1 収集運搬車輛及び重機類 

種 類 仕様 台数 種 類 仕様 台数 

クラム車 

 

１５ｔ 3 ユニック車 ４ｔ １ 

 10ｔ １ フックロール車 ４ｔ 3 

 7ｔ 2 ダンプ車 ４ｔ １ 

6ｔ 3 軽トラック  １ 

4ｔ １ ユンボ  2 

平車  15ｔ 1 

 4ｔ 1 

代表取締役社長 
河本成俊 

環境管理責任者 
奥村敦史 

総務一般、経理 

取締役会長 
河本義雄 

 

金属リサイクル処理 

産業廃棄物収集運搬 

産業廃棄物中間処理 

営業部門 
責任者：奥村敦史 

工場部門 
責任者：松原宏貴 

事務部門 
責任者：河本成俊 
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4.2 処理する物品の種類及び施設の種類、処理能力 
上記2の産業廃棄物処分業の項に廃棄物の種類とかかる施設及び処理能力を表して 

います。 

 

５．処理工程図 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

６．受託産業廃棄物の処理実績 （2021 年度）   

                                    単位：トン 

品   目 収集運搬 中間処理 再資源化 最終処分 

金属くず 3,680 3,680 3,680 0 

廃プラスチック類 5.1 5.1 0 5.1 

陶磁器･ガラスくず 0.9 0.9 0 0.9 

金属くず 廃プラス 
チック 

ガラス 
くず 

陶磁器く
ず 

木くず がれき類 

中間処理／金属リサイクル作業 

(選別･圧縮･切断) 

有価物 
（売却） 

埋立処分 焼却処理 チップ化処

理理 

 

処理 

埋立処分 

東部工場 東部埋立地 東部埋立地 木材開発 

<<福岡市ごみ処理場>> 

金属混合廃棄物 

金属くず 

廃棄物収集運搬 

廃棄物の確認 

計 量 
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がれき類 1.0 1.0 0 1.0 

木くず 0.5 0.5 0.5 0 

７．環境経営目標 

当社はエコアクション 21 に基づく環境経営システムを構築し、以下の環境経営目標を定め達成に 

向けた活動に取組んでいます。 

 

 

          年度 

 

 

 

 

項目        単位 

基準年度 年 度 目 標 

2019 年度 

19 年 5 月

～ 

20 年 4 月 

2020 年度  

2021 年度 

 

2022 年度 10 月～12 月 

<<試行期間>> 

‘20年10月 

～ 

‘21 年 4 月 

二酸化炭素排出量 

の削減 

Kg- 

CO2 
329,746 

81,612 

(1.0%削減) 

190,428 

(1.0%削減) 

323,151 

(2.0%削減) 

319,854 

(3.0%削減) 

 
電力使用量 
の削減      

kWh 313,159 
77,507 

(1.0%削減) 

180,849 

(1.0%削減) 

306,896 

(2.0%削減) 

303,764 

(3.0%削減) 

軽油使用量 

の削減 
Kg 63,963 

15,831 

(1.0%削減) 

36,939 

(1.0%削減) 

62,684 

(2.0%削減) 

62,044 

(3.0%削減) 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

一般廃棄物 

の排出量削減 
Kg 450 

111 

(1.0%削減) 

260 

(1.0%削減) 

441 

(2.0%削減) 

437 

(3.0%削減) 

リサイクル率

の維持 
％ 99.８ 99.８ 99.８ 99.８ 99.８ 

上水使用量の維持       ㎥ 150.0 37.5 87.5 150.0 150.0 

作
業
現
場
に
係
る

環
境
改
善 

苦情”0”の

取組み 
件数 3 0 0 0 0 

作業の手順

化推進 
件数 ――― 1 １ １ １ 

地域貢献活動の推進  回/年 48 12 28 48 48 

１) 購入電力の排出係数は 2018 年度ダイワハウス工業公表値 調整後排出係数<<0.526>>を使用 

２) 化学物質は使用していない 

３) リサイクル率＝（金属混合物量―最終処分量）/金属混合物量 
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８．環境経営計画 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 電力使用量の削減 

1 
エアコン設定温度(夏季：28±1 度／冬季：20±1 度)

を決め、実行する 

2 エアコンは定期的にフイルターの清掃をする 

3 昼休みなど稼働時以外は照明、換気扇をこまめに消す 

4 トイレ、手洗い場の照明をこまめに消す 

5 動力機器不要時は電源を切る 

２ 軽油使用量の削減 

1 停車時のアイドリングストップ実施 

2 急発進、急ブレーキの抑制 

3 タイヤの空気圧チェック 

4 信号などでの停止時のアクセル抑制(惰性運転) 

5 事前ミーティングによる走行ルート効率化 

6 日常点検、定期点検の実施 

 

（２）廃棄物排出量の削減 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 一般廃棄物排出量の削減 

1 社内一般廃棄物の分別徹底により資源物に回す 

2 パソコンから不要打出し制限(プレビュー確認) 

3 コピー紙の裏紙使用 

2 リサイクル率の維持 
1 従業員への教育(分別、荷受禁止品目等) 

2 お客様とのコミュニケーションづくり 

 

（３）水使用量の削減 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 節水活動の実施 

1 手洗い時の流しっぱなし禁止、流水調整 

2 各水道、トイレに節水の文字貼付 

3 洗車時、洗濯時の流しっぱなし禁止 

 

（4）作業現場に係る環境改善 

取 組 項 目 活 動 項 目 

1 苦情ゼロ 1 重機からの落下防止で落下音を抑える 

２ 作業の手順化 1 スクラップ切断作業の手順化 
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（5）地域貢献活動の推進  

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 会社周辺の清掃活動実施 １ 会社周辺道路等の清掃及び除草 

９．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度

の環境経営目標及び環境経営計画 

9.1 環境経営目標とその実績  

目標項目 単位 

2021 年度の目標と実績 

目  標 実  績 
達成率 

（％）  

目標達成 

の判定 

二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2 323,151 334,364 96.5 × 

 

電力使用量の削減 kWh 306,896 328,526 93.0 × 

軽油使用量の削減 L 62,684 62,620 100.2 〇 

廃
棄
物
排
出
量
の 

削
減 

一般廃棄物        

の排出量削減 
Kg 441 410 107.9 〇 

リサイクル率の 

維持 
％ 99.8 99.9 100.0 〇 

上水使用量の維持 ㎥ 150 162 92.0 × 

作
業
現
場
に
係
る 

環
境
改
善 

苦情”0”の 

取組み 
件数 0 ０ 100.0 〇 

作業の手順化推進 件数 1 １ 100.0 〇 

地域貢献活動の推進 回/年 48 48 100.0 〇 

評価 「○」：目標達成  「×」：目標未達成 
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9.2 環境経営計画の取組結果及び評価 

取組項目 計画の内容 
取組 

結果 
評価 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電力使用量 

削減 

 

エアコン設定温度(夏季：28±1 度／冬

季：20±1 度)を決め、実行する 
〇 

電力使用量は、目標未達

成となりました。 

これは仕事量の増加に伴

ったものです。 
エアコンは定期的にフイルターの清掃

をする 
〇 

昼休みなど稼働時以外は照明、換気扇は

こまめに消す。 
〇 

トイレ、手洗い場の照明をこまめに消す 〇 

動力機器不要時は電源を切る 〇 

軽油使用量 

削減 

 

アイドリングストップ実施 〇 目標を達成しました。 

取組計画に従って活動で

きました。 
急発進、急ブレーキの抑制 〇 

タイヤの空気圧チェック 〇 

信号などでの停止時のアクセル抑制 

(惰性運転) 
〇 

事前ミーティングによる走行ルート効

率化 
〇 

日常点検、定期点検の実施 〇 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

一般廃棄物 

排出量削減 

社内一般廃棄物の分別徹底により、資源

物に回す 
〇 

計画通り実施しました。 

パソコンから不要打出し制限(プレビュ

ー確認) 
〇 

コピー紙の裏紙使用 〇 

リサイクル

率の維持 

従業員への教育(分別、荷受禁止品目等) 〇 荷受禁止項目を顧客に伝

達して守ってもらいまし

た。 お客様とのコミュニケーションづくり 〇 

水使用量の維持 

手洗い時の流しっぱなし禁止、流水調整 〇 使用量は未達成となりま

した。この理由は、仕事

量が増えクーリングタワ

ーの冷却水の増加により

ます。 

各水道、トイレに節水の文字貼付 〇 

洗車時、洗濯時の流しっぱなし禁止 〇 

作
業
現
場
に
係

る
環
境
改
善 

苦情０ 重機からの落下防止で落下音を抑える 〇 作業に注意をして実施し

ています。 

作業の手順化 スクラップ切断作業の手順化 〇 
計画どおり手順書の作成

ができました。 

地域貢献活動の推進 会社周辺道路等の清掃及び除草 〇 
毎週実施しています。 

「○」：実施 「△」：一部課題有 「×」：未実施 

＊荷受禁止項目とは、金属混合物以外 塗料缶 OIL 缶 電池 蛍光灯 等をいう。 
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9.3 次年度の環境経営目標及び環境経営計画の取組 
 

     環境経営目標は 2022 年度は現中期計画通りで活動していき、環境経営計画においても現計画 

を継続して実施していきます。 

 

 
 

10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の 

有無 
    当社に適用される環境関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また、

違反、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

【環境関連法規等の順守状況の主な確認結果】  

法 規 等 名 順 守 事 項 当 社 の 順 守 内 容 
順守状況 

確認結果 

廃棄物の処理及

び清掃に関する

法律(廃棄物処理

法) 

 

産業廃棄物収集運搬業及

び処分業許可 
業許可証の維持 〇 

産業廃棄物収集運搬車の

表示等 

運搬車の車体表示を行い、車両に書

面(管理票,許可証のｺﾋﾟｰ)を備え付け 
〇 

収集運搬の飛散防止 防止処置をしている 〇 

処分のための保管 保護し、保管場所の表示 〇 

消防法 圧縮アセチレンガス届出 規定量以上の貯蔵、使用は届出 〇 

労働安全衛生法 ガス溶接 従事者は技能講習の修了者 〇 

騒音･振動規制法 騒音･振動の規制 騒音･振動は規制値以内 〇 

家電リサイクル リサイクル推進 該当がある場合は適正処理 〇 

自動車リサイクル法 同上 該当がある場合は適正処理 〇 

 

11．代表者による全体の評価と見直し・指示 

  ① エコアクション 21 活動は全員の理解も深まり、活動意識をもって取り組んでいます。 

  ② 目標と活動実績を見てみますと、CＯ2 排出量、電力使用量、水使用量が目標未達成でした。 

これは、仕事量の増加によるものでした。 

引き続きムダの出ない作業を進めていきます。 

③ 活動のスタート段階から、作業の手順化進めてきています。効率や安全面からも継続して実施

していきます。 

④ 来期の取組みとして、安全安心な職場環境づくりのため、ゼロ災害を目標として取組んでいき

ます。 

⑤ 車両点検、設備点検などは継続して実施しています。 

 

 

   


